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ＥＣＭ委員会 
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    「技術情報交換編」の紹介 
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１．１ 技術情報交換プロセスの対象範囲 
 

発注者 社内の 

業務プロセス  品質管理 

 ／債務管理 

 

  生 産 

 

 受入／在庫 

 

  注 文 

 

  取引先 

 ／購入品選定 

 

製品企画設計 

   ／開発 

 

受注者 社内の 

業務プロセス  顧客サポート 

  ／債権管理 

 

  出 荷 

 

 生産／在庫 

 

  受 注 

 

 販売計画 

   ／推進 

 

部品企画設計 

   ／開発 

 

Ｂ．取引条件の 

  確認 

 

・ 個別見積  

（新規・改定） 

・ 継続見積 

（新規・改定） 

 

Ｃ．個別契約 

 

 

・ 製品生産計画 

・ 部品所要計画 

・ 預託倉庫在庫

計画 

・ 引合、サンプ

ル要求回答 

・予約注文 

・確定注文 

 

Ｄ．納期調整と 

  確認 

 

・ 納期確認 

・ 納期回答 

・ 納入指示 

・ 予約残照会 

・ 注文状況照会 

・ 在庫照会 

・生産仕掛状況

照会 

Ｇ．品質保証 

 

 

・ 着荷障害通知 

・ フィールド 

   障害通知 

・ ４M変更通知 

 

Ａ．取引内容の 

  探索確認 

・ 製品開発ロー

ドマップ確認 

・ 部品開発ロー

ドマップ確認 

・ 新部品提示と 

確認 

・ 部品カタログ 

確認 

・ 部品採用認定 

・ 仕様変更 

・ 環境情報確認 

・ 製品終息 

・ 部品終息 

・CADデータ 

・シミュレーショ

ンデータ 

 

企 業 間

の業務  

プ ロ セ

ス 

Ｅ．出荷と 

  受入 

 

・出荷 

・入荷 

・検査 

・検収 

・返品 

・代納 

・預託倉庫

管理 

 

Ｆ．請求支払 

 

 

・ 買掛と 

 売掛照合 

・ 代金請求 

・ 支払と 

 回収管理 

・支払 

Ｈ．支給取引 

・ 支給計画 

・ 支給実績 

・ 支給品受領と検収 

・支給品在庫管理 

・支給品買掛と請求 
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技術情報 

ＤＢ 

技術情報 

ＤＢ 

インターネット 技術・開発部門 
発注者 受注者 

購買・資材部門 

品質保証部門 

技術部門 

受入検査部門 

部品管理部門 

購買・資材部門 営業部門 

技術情報 
依頼・回答 

技術情報区分 
01 : 部品情報 
02 : 技術見積 
03 : サンプル要求 
04 : 納入仕様書 
05 : 購入仕様書 
06 : 廃止品情報 
07 : 環境情報 
08 : ＣＡＤデータ 
09 : シミュレーションデータ 
99 : その他 

技術情報 
通知 

１．２ 技術情報交換全体イメージ 

4 
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●技術情報交換の概要の理解 

 

●自社にシステム環境を構築して実務に利用 

発注者 

・設計開発部門 

・資材調達部門 

・システム部門 

受注者 

・設計開発部門 

・営業部門 

・システム部門 

１．３ 技術情報交換導入ガイドの目的 
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発注者または受注者 受注者または発注者 

技術情報回答情報 

技術情報依頼情報 技術情報依頼 

回答 

確認 

技術情報通知 技術情報通知  技術情報通知 

確認 

技術情報交換モデル 

技術情報交換 

技術情報依頼・回答 
 

技術情報通知 

ＢＤの組み合わせで交換される論理的なビジネスプロセスであり、ビジネス交換 

の自動制御をしない。 同一のビジネスドキュメントで複数の種類の技術情報交換 

を行い、情報種はメッセージ項目の技術情報区分で指定し切分けを行なう。 

詳細情報は、添付ファイルで送付する 

7 

２．１ 技術情報交換の具体例 
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付帯情報 ・ 

付帯情報 ｎ 

8 

技術情報区分に該当する情報 

ビジネスドキュメント本体部 

ビジネスドキュメントヘッダ 

ビジネスドキュメントは、 
CIIタイプ、または、XMLタイプ 

添付する情報は、PDFか 
ZIPファイル形式で１ファイル 
にまとめる 
図の付帯情報は、便宜上 
付加したもので、何を付ける 
かは、TPAにて取り決めます 

付帯情報 １ (例)一般信頼性データ 

付帯情報 ２ (例)ＱＣ工程図 

２．２ 情報交換するデータの構成 
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ビジネスドキュメントＩＤ 
・技術情報依頼・通知情報：ＢＤ－０８３０ 
・技術情報回答情報    ：ＢＤ－０８４０ 

２．３ ビジネスドキュメント：ヘッダ 
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発注者コード/受注者コード 

・標準企業コードを使用 

 （ＪＥＩＴＡ ＥＣセンター発行） 

発注者コード管理組織//受注者コード管理組織 

・コードを管理する団体を表すコード  

 例：ＣＩＩの場合、０１４７  

２．３．１ ビジネスドキュメント：発注者/受注者コード 
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 技術情報区分 

 01:部品情報 

 02:技術見積 
 03:サンプル要求 
 04:納入仕様書 
 05:購入仕様書 
 06:廃止品情報 
 07:環境情報 
 08:ＣＡＤデータ 
 09:シミュレーションデータ 
 99:その他 

 情報区分 

 0101：技術情報依頼・通知情報 

 0102：技術情報回答情報 

２．３．２ ビジネスドキュメントの各区分（１） 
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 添付ファイル有無区分 

 １：付帯情報を含むファイル有 

 ２：付帯情報を含むファイル無 

 依頼・通知区分 

 １：依頼 

 ２：通知 

 訂正コード 

 １：新規 

 ２：変更 

 ３：取消 

２．３．３ ビジネスドキュメントの各区分（２） 
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ＰＤＦファイルによるアーカイブイメージ 

２．４ 複数ファイルをアーカイブする方法（１） 
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ＺＩＰファイルによるアーカイブイメージ 

２．４．１ 複数ファイルをアーカイブする方法（２） 
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付
帯
記
述

 

付
帯
記
述

 
図
面

 

仕
様

 

表
紙

 

   受注者印 

担当 承認 

 発注者受領印 

担当 

 

承認 

納入仕様書 

発注者品番 AA11 

受注者品番 BB22 

部品名称 ○△□ 

図
面

 

仕
様

 

表
紙

 

  発注者 

納入仕様書 

発注者品番 AA11 

受注者品番 BB22 

部品名称 ○△□ 

  受注者 
日付印 電子署名 

納入仕様書（紙） 納入仕様書（ＰＤＦ） 

電子署名によるペーパーレス化を推奨 

例：納入仕様書 

２．５ 電子署名によるペーパーレス化 

15 
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技術情報の依頼 技術情報依頼情報 受信 

技術情報の回答 技術情報回答情報 受信 

終了 

技術情報の依頼と回答 

発注者または受注者 受注者または発注者 

開始 

２．６ ビジネスドキュメントの交換（１） 
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技術情報の通知 技術情報通知情報 受信 

終了 

技術情報の通知 

発注者または受注者 受注者または発注者 

開始 

２．６．１ ビジネスドキュメントの交換（２） 
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OK 

ＮＧ 回答 

納入仕様書. 
(情報.) 発行 

納入仕様書 (情報)依頼 確認 

受領処理 

OK 

納入仕様書受領 

 
製品 
特定 

 

仕様検討 

確認 仕様検討 

確認 回答 

納入仕様書提供. 

納入仕様書再提供 

仕様変更依頼 

確認 

提
供
依
頼 

仕
様
変
更
依
頼 

受
領 

確認 

受注者 発注者 

納入仕様書依頼 

２．６．２ 納入仕様書の交換ビジネスプロセスの例 
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技術情報の依頼 技術情報依頼 受信 

技術情報の回答 技術情報回答 受信 

発注者または受注者 受注者または発注者 

開始 

技術情報の依頼 技術情報依頼 受信 

技術情報の回答 技術情報回答 受信 

技術情報の通知 技術情報通知 受信 

終了 

依
頼
回
答 

依
頼
回
答 

通
知 

NGの場合 

OKの場合 

２．６．３ 納入仕様書交換のプロセス導入例 



All Rights Reserved, Copyright © 2013 JEITA 20 

－ 目 次 － 

１．「技術情報交換モデル」の概要 

２．情報交換の具体例 

３．各種支援ツール 

４．資料編 



All Rights Reserved, Copyright © 2013 JEITA 

添付ファイル 
添付ファイル 

依頼企業 提供企業 

ＪＥＩＴＡ 
共通 
ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ＪＥＩＴＡ 
共通 
ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ebMS 

 
ＡＳＰ間連携 

 

ebMS 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ 
作成支援 
ツール 

 
ＥＣＡＬＳデータ 
(XML・CSV） 
 

 ビジネス 
ドキュメント 
 * XMLタイプ 
 * ＣＩＩタイプﾞ 

21 

ＡＩＳ作成 
支援 
ツール 

ＥＣＡＬＳ 
データ 
作成支援 
ツール 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ 
作成支援 
ツール 

ＡＩＳ作成 
支援 
ツール 

ＥＣＡＬＳ 
データ 
作成支援 
ツール 

 環境情報 

ＡＩＳ･ MSDSplus 
 

納入仕様書 
購入仕様書 
etc 

 

納入仕様書 
購入仕様書 
etc 

 

XML/CII 
変換ツール XML/CII 

変換ツール 

回答情報送信 

依頼情報送信 

通知情報送信 

 
ＥＣＡＬＳデータ 
(XML・CSV） 
 

 環境情報 

ＡＩＳ･ MSDSplus 
 

 ビジネス 
ドキュメント 
 * XMLタイプ 
 * ＣＩＩタイプﾞ 

３．１ 各支援ツールの位置付け 
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①ＸＭＬ形式ビジネス
ドキュメントデータ 

②ＸＭＬ形式ビジネス
ドキュメントデータ 

■機能概要 

22 

 

ＸＭＬメッセージ
作成支援ツール 

画面から 
入力・修正 

入力 

出力 

ビジネスドキュメントＩＤ 
（ＢＤ－０８３０）を読込み 

回答用ビジネスドキュメントＩＤ 
（ＢＤ－０８４０ ）を出力可能 

３．２ ＸＭＬメッセージ作成支援ツール 



All Rights Reserved, Copyright © 2013 JEITA 

 

ＸＭＬ／ＣＩＩ 
変換ツール 

①ＸＭＬ形式 

  ＢＤデータ 

②ＣＩＩ形式 

   ＢＤデータ 

③実行結果 

     ログ 

①ＸＭＬ形式ＢＤ     ：     ＸＭＬ形式のテキストファイル 
②ＣＩＩ形式ＢＤ       ：     ＣＩＩ形式のバイナリファイル 
③実行結果ログ 
  トランスレータの実行結果として、正常終了／エラー終了／エラーメッセージ 
    情報、入出力結果件数、ファイルサイズなどが記録される。 

■動作概要 

  

23 

３．３ ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール 
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 ■機能概要 
   ＥＣＡＬＳ辞書を基に、分類コードに対応したプロパティ項目をＥＸＣＥＬに 
  展開し簡便なデータ入力が可能で、ＣＳＶ形式とＸＭＬ形式の既存のデータから 

  インポートすることも可能で、利用側から要求された形式（ＣＳＶ形式・ＸＭＬ形  

  式）に合わせて出力する。 

ＥＣＡＬＳデータ 

作成支援ツール 
ＸＭＬ形式 

データ 

ＣＳＶ形式 

データ 
ＣＳＶ形式 

データ 

ＸＭＬ形式 

データ 

Class CODE PREFNAME.EN

KJA001 Root component 環境情報/JEITA ROOT COMPONENT

KJA014 companies Information
 |-企業間情報

KJA016 Process information
 |-工程情報

KJA007 Composition Information |-構成情報

KJA008 Subproduct Information |-サブパーツ情報

KJA009 Material Information |-材料情報

KJA010 Homogeneous material Information |-均質材料情報

KJA012 Substance category Information |-物質群情報

KJA015 Intended use |-使用用途分類情報

KJA013 Substance Information |-物質情報

PREFNAME.JA

KJA016 工程情報 KJE116 Substance category code 物質群Ｎo.

KJA016 工程情報 KJE117 Substance Category Name 物質群名

KJA016 工程情報 KJE121 Manufacturing process name 製造工程名

KJA016 工程情報 KJE119 Substance category level 物質管理レベル

KJA016 工程情報 KJE120 Substance category mass 物質群質量

KJA008 サブパーツ情報 KJE055 SubProduct name サブパーツ名

KJA008 サブパーツ情報 KJE056 SubProduct mass サブパーツ質量

KJA008 サブパーツ情報 KJE057 SubProduct quantity サブパーツ数量

KJA008 サブパーツ情報 KJE058 SubProduct uoq サブパーツ数量単位

KJA009 材料情報 KJE059 Material name 材料名

KJA009 材料情報 KJE060 Material mass 材料質量

KJA010 均質材料情報 KJE061 Homogeneous material name 均質材料名

KJA010 均質材料情報 KJE062 Homogeneous material mass 均質材料質量

ビューワー機能 

フォルダー内の全ての
ファイルを対象 

同一フォルダーに 

品名単位作成される 

ＥＣＡＬＳ辞書 

３．４ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール 
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■ビューワー機能による、クラス選択画面例 

３．４．１ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール 
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３．５ AIS作成支援ツール 

・含有化学物質情報を企業間で交換 
・ＪＡＭＰが推奨するＡＩＳに準拠 
・ＪＥＩＴＡ独自の機能を追加 
 

※ＪＥＩＴＡ ＥＣセンターＨＰよりダウンロード可能 

１） 物質、調剤から成形品ＡＩＳ作成とその基データとなる素材AIS作成 
２） 成形品ＡＩＳ、素材ＡＩＳの組み合わせ処理 
３） 自動車関係（ＪＡＭＡ）方式への変換 
４） シリーズ品一括作成 
５） 材質変換 
６） 消失率の計算 
７） 生産ＢＯＭの取り込みと未調査部品の抽出 等々 

ＪＥＩＴＡ独自の機能 

機能概要 
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３．５ .１ AIS作成支援ツール 
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スケジュールフロー
社内説明・教育 業務システム 伝送システム トライアル コード／契約・費用 取引先への展開

＊項目右下にある番号はスケジュールチャートの順番の対応。

体制の検討 １．１

構築スケジュール立案 １．２

全社的形態の決定
３．１

業務システム（資材
管理、設計管理、営
業管理）の見直し

３．２

社内連携システ
ムの開発

３．３

接続形態の決定

４．１

前提バード
ウェア、ソフ
トウエアの
確認、手
配、調達

前提Ｌ
ＡＮ環
境、ＡＳ
Ｐ接続
の確認

４．４４．２

接続形態の決定デー
タ交換ツールの導入

４．３

本番開始後の
運用ルールの
検討 ３．５

データ交換ツー
ル・社内連携シ
ステムの開発

３．４

トライアル先選定
７．１

テスト計画・体制の立
案 ７．２

接続使用打ち合わせ
７．３

疎通テスト ７．４

関係部門への説明

２．１

関係部門への業務処
理教育 ２．２

ＥＣセンター加入（任
意） ５．１

統一企業コードの登
録 ５．２

自社に内部門コードの
設定

５．３

費用負担パターンの
決定

６．１

JEITA
/ECA
LGA
取引
標準
システ
ム基
本契

６．２

取引
実行
ソフト
ウェア
環境
合意
書の
作成

６．４

業務
運用
条件
の合
意書
の作
成

６．６

JEITA
/ECA
LGA
取引
標準
システ
ム基
本契
約の

６．３

取引
実行ソ
フト
ウェア
環境
合意
書の
締結

６．５

業務
運用
条件
の合
意書
の締
結

６．７

連動テスト ７．５

実データテスト ７．６

平行運用（業務処理を含む試行）

７．７

（トライアル先との）本番運用

７．８

アンケートの発送
８．１

アンケートの回収
８．２

取引先分類／優先順
位付け ８．３

説明会用資料作成
８．４

説明会実施
８．５

受注者からの申し込
み受付

８．６

個別打ち合わせ
８．７

取引先への本番展開
８．８

 

４．１ スケジュールフロー例 
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４．２ ＴＰＡ例 
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